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序　　　　文

　長岡京市は、京都盆地の表玄関に位置し、東に河川が流れ、、西に山々が連なると

いう地の利に恵まれており、今も昔も人々の生活するのに適した環境にあります。

　当地にはかつて「長岡京」という都がおかれ、王城の地として栄えたのを含め、

様々な時代の文化が刻まれています。また現在では、大阪と京都の間に位置し、交通

の便もいいことから人々が集まり、新たな文化が育まれています。

　ここに報告します調査は、ＪＲ長岡京駅東口の駐輪場建設に伴うもので、ここには

長岡京跡をはじめ、永井氏による近世勝龍寺城、神足遺跡と複数の遺跡が重複する遺

跡の密集地となっています。今回の調査でも、弥生時代から江戸時代に至る複数の時

代の遺構が検出されました。これらの成果はそれぞれの遺跡を解明する際の重要な資

料として、今後活用されていくものであります。

　最後になりましたが、調査の実施・整理にあたり、ご指導、ご協力いただきました

関係機関、関係者の方々に厚くお礼申し上げますとともに、今後もなお一層のご支援

を賜りますようお願い申しあげます。

　平成１３年１２月

����������������������財団法人　長岡京市埋蔵文化財センター

�������������������������理事長　芦　田　富　男　　



凡　　　　例

１．本書は、２００１（平成１３）年４月９日から同年６月２日まで、長岡京市神足１丁目６０１�１０・１１

において実施した、長岡京跡右京第６９６次調査の発掘調査概報である。

２．調査は、ＪＲ長岡京駅東口駐輪場整備に伴う事前の発掘調査であり、長岡京市教育委員会の

委託を受け、財団法人長岡京市埋蔵文化財センターが実施したものである。現地調査は同セン

ター調査係主査　木村泰彦が行った。

３．調査の対象となった遺跡は、長岡京跡右京六条一坊七町及び神足遺跡、勝龍寺城跡である。

４．長岡京跡の調査次数は、右京域と左京域に分けて調査件数を通算したものである。調査地区

名は、基本的に前半は奈良国立文化財研究所による遺跡分類表示、後半は京都府教育委員会

『埋蔵文化財発掘調査概報』（１９７７年）収録の旧大字小字名をもとにした地区割りに従った。

５．長岡京の条坊名称は、山中章「古代条坊論」『考古学研究』第３８巻第４号の復原に従った。

６．本文の（注）に示した長岡京に関する報告書のうち、使用頻度の高いものについては、『長

岡京市埋蔵文化財調査報告書』第２集（１９８５年）に従って略記した。

７．現地調査および整理作業には、技術補佐員、調査補助員、整理員の参加、協力を得た。また

遺物写真は、西大寺フォト　杉本和樹氏に撮影を依頼した。

８．本書の執筆・編集は、木村が行った。

※　表紙カット　周溝ＳＸ３２出土壺�

－
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第１図　長岡京と調査地の位置（１／４０，０００）
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１　はじめに

　本調査はＪＲ長岡京駅東口駐輪場整備に伴って実施したものである。ＪＲ長岡京駅周辺では、

年々増加する自転車・バイク利用者に対応するため、駐輪場の整備が行われてきた。東口に関し

ては既に自転車専用の施設が整備されており、それに伴って１９９５年４月～７月にかけて右京第

４９４次調査���が実施され、多くの成果が得られている。今回、この自転車駐輪場のすぐ北側に隣接
（注１）

して、新たにバイク専用の施設が整備されることとなり、それに先立ち発掘調査を実施すること

となった。前回の調査では、江戸時代初頭のものとして近世勝龍寺城の本丸北側の堀・掘立柱建

物・井戸・溝などが検出されている。特に北側の堀は絵図から推定された部分で検出され、石垣

を持たない構造であることが判明するなど、近世勝龍寺城の様相が明らかとなっている。また平

安時代では１０世紀後半～１１世紀初め頃の良好な一括遺物を伴う土坑、長岡京期では掘立柱建物な

どが検出された。さらに弥生時代中期では比較的規模の大きな方形周溝墓群が検出され、神足遺

跡の北部墓域の状況が判明した。これ以外にも周辺で行われてきた調査により、長岡京を始め、

近世勝龍寺城の本丸や足軽屋敷、弥生時代の方形周溝墓群や竪穴住居跡群など多くの遺構・遺物

が見つかっている。

　今回の調査地は、近世勝龍寺城の本丸北側の宅地、長岡京では六条条間小路とその北側の宅地

右京六条一坊七町にあたるため、平安時代・弥生時代の神足遺跡に関するものも含めた遺構・遺

物の検出が予想される部分であった。なお現地調査にあたっては、ＪＲ西日本嵯峨野保線区から

数多くのご協力を賜った。記して謝意を表するものである。
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第２図　発掘調査地位置図（１／５，０００）



２　調査経過

　調査地はＪＲ長岡京駅東口の北東側約５０ｍの地点で、地形分類上は低位段丘上に位置する比較

的安定した個所である。調査地は以前鉄道関係の施設があった場所で、全体に盛土がなされてお

り、現状での標高は２２．５ｍである。当地は現在のＪＲ東海道線の軌道に隣接していることから、

まず調査対象地と軌道との境にフェンスを設けて安全対策を講じた後、調査地内のゴミ類の片づ

け、草刈り、整地などの周辺の整備を行った。その後、バイク用駐輪場建設予定部分に合わせて

南北２０ｍ、東西１６ｍの矩形に調査区を設定し、平成１３年４月９日より重機により整地土、薮土の

除去を行った。その後人力によって、江戸時代・鎌倉時代・平安時代・長岡京期・弥生時代の各

遺構面を順次調査し、平成１３年６月２日に現地での作業を終了した。調査面積は３２０㎡である。

３　検出遺構

　調査地内の基本的な層序は、上面から約１ｍ程の厚さで３層の旧鉄道省・国鉄時代になされた

盛土（第１～３層）があり、その下に０．５～０．７ｍの暗黄灰褐色小礫混り砂質土、黄灰色砂質土、

暗灰オリーブ色砂質土１、暗灰オリーブ色砂質土２（第４～７層）の堆積がある。当地周辺は以

前竹薮としての利用がなされていたことが判明しており、これらの堆積層は竹薮に伴う客土と見

られるものである。これらすべてを除去した段階で、黄灰色粘質土を主とする地山面に至り、そ

の上面で江戸時代の遺構を検出した。検出された面の標高は約２１．０ｍである。また調査地の北東

部には、部分的に約０．１ｍの中世遺物を包含する茶褐色小礫混り粘質土（第８層）の堆積が認め

られる。これをさらに除去した段階で、鎌倉時代、平安時代、長岡京期、弥生時代の遺構面とな

る。以下各時代別に検出された遺構について述べることとする。

２　調査経過

第４図　発掘調査風景（南西から）第３図　調査前の状況　（北から）
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第５図　調査地土層図（１／１００）



　江戸時代の遺構

　今回検出された江戸時代の遺構は、寛永十（１６３３）年に永井直清によって築かれた近世の勝龍

寺城に関するものである。大半が柵列で全部で７条、他に土坑１基と小ピットが認められる。柵

列としたものの中には部分的な検出のため、他の施設の可能性のあるものも含んでいる。なお、

第６図で示している溝ＳＤ０１は、竹薮の地境溝と見られるもので勝龍寺城の遺構ではない。幅

０．６ｍ、深さ０．１５ｍで、埋土は暗灰オリーブ色砂質土２（第７層）である。第５図のトレンチ東

壁の断面図で明らかなように、この溝は竹薮土入れが行われた後も同じ場所に作られている。

柵ＳＡ０２　調査地の北西隅で検出されたもので、２基の柱掘形が確認できた。西側のＰ１は直

径約０．６５ｍ、深さ約０．２５ｍで、底部に０．３ｍ前後の石を２個入れている。東側のＰ２はトレンチ

の北壁にかかっているため直径は不明であるが、Ｐ１とほぼ同規模と見られる。深さは約０．３ｍ

で、Ｐ１と同様に底部に石が入れられているが数や大きさは確認できない。両柱掘形ともに内部

４　検出遺構

第６図　江戸時代検出遺構図（１／１５０）



に明確な柱穴は認められなかったが、中心から

の距離は約２．１～２．２ｍである。ＳＡ０２は柵列と

しているが他の柵列の柱掘形と比べるとかなり

浅く、また底部に石を持つ点でも異なってい

る。したがって別の施設になる可能性も考えら

れるものである。

柵ＳＡ０３　調査地中央北寄りで検出された東

西方向の柵列である。合計８基の柱掘形が確認

されたが、西側５基（Ｐ１～Ｐ５）と東側３基

（Ｐ６～Ｐ８）の間は出入口状に間隔が広く

なっている。また西側と東側では柱筋がまっす

ぐに通らず若干ずれている。柱掘形の直径は大

半のものが０．４～０．４５ｍで、Ｐ５のみ直径０．５５

ｍと一回り大きい。深さは浅いもので０．３５ｍ、

深いもので０．５ｍあり、近世勝龍寺城の柱掘形

としては比較的大きな部類になる。内部にはい

ずれも柱穴が確認でき、直径は０．１５ｍである。

柱間は約１．７ｍで、出入口状に途切れた部分で

は３．７５ｍである。

柵ＳＡ０４　柵列ＳＡ０３のすぐ南に並行して検

出された柵列で、７基の柱掘形を確認してい

る。柱掘形の直径は０．５５～０．６ｍ、深さは０．５～

０．６５ｍで、ＳＡ０３よりも一回り大きく、また深

くなっている。柱穴は当初上面で良好に認識で

きなかったため断ち割りをいれ、断面で確認で

きたものが多い。直径は０．１５ｍである。柱間は
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ＳＡ０３と同様に約１．７ｍで、出入口状に途切れた部分も同じく３．７５ｍである。確認できた柱間で

見るとＳＡ０３との距離は約１．６ｍである。この２条の柵列は、南北方向の柵列ＳＡ０５・０６との位

置関係から見てこれ以上西側には伸びないものと見られる。

柵ＳＡ０５　調査地南西隅で検出された南北方

向の柵列である。３基の柱掘形を確認している

が、南側には現代の撹乱があり、調査地内では

さらにもう１基存在したものと見られる。また

最も北側のＰ１はトレンチの壁面にかかってお

り、部分的な検出に止まっている。これらの柱

掘形の直径は０．５５ｍ、深さは０．３５ｍで、内部に

直径０．１５ｍの柱穴が確認される。柱間はＰ２と

Ｐ３で２．１ｍである。

柵ＳＡ０６　ＳＡ０５の東側で並行して検出され

た、同じく南北方向の柵列で、７基の柱掘形を

確認した。このうち最も北側で検出されたＰ１

は、調査トレンチ壁面にかかっていて全形は不

明であるが、ＳＡ０３・０４との位置関係を見る

と、直角に曲がる柱筋ではないことが解る。直

径は０．５５～０．７５ｍの円形であるが、Ｐ７のみは

やや楕円形を呈している。深さは約０．７ｍ程あ

り、ＳＡ０５よりも一回り大きなものとなってい

る。これは柵列ＳＡ０３・０４との状況と同じであ

６　検出遺構

１．灰オリーブ色砂質土 
２．灰オリーブ色砂質土暗褐色粘質土混り 
３．灰オリーブ色砂質土黄灰色粘質土混り 
４．灰オリーブ色砂質土黄灰色暗褐色粘質土混り 

第９図　ＳＫ０７実測図（１／４０）

１．灰オリーブ色砂質土 
２．灰オリーブ色砂質土暗褐色粘質土混り 
３．灰オリーブ色砂質土黄灰色粘質土混り 
４．灰オリーブ色砂質土黄灰色・暗褐色粘質土混り 
５．灰オリーブ色砂質土赤灰色砂質土混り 

第１０図　柵ＳＡ０５・０６実測図（１／８０）



る。内部に残る柱跡は直径０．１５ｍで、柱間は２．１～２．２ｍであり、ＳＡ０３・０４と比べるとやや広く

なっている。またＳＡ０５との間隔は、確認できる柱の心々間で約１．５ｍで、この数値はほぼ同じ

となっている。

土坑ＳＫ０７　東西方向の柵列ＳＡ０４の南側に接する形で検出された、東西方向の平面長楕円形

を呈する落ち込みである。検出当初は土坑と認識していたため、半分に断ち割りを入れたところ

断面で柱跡が確認され、布掘りされた２基の柱掘形であることが判明した。東西１．４５ｍ、南北

０．５５ｍで、中央部が深さ０．４ｍ、西側の深い部分は０．６５ｍ、東側は０．７ｍである。　柱跡は西側の

断面でのみ確認でき、東側では確認できていない。したがって東側の柱は中心よりも南よりに設

置されていたものと推定される。断面で確認できる西側の柱の直径は約０．２ｍで、推定される東

側の柱との心々間距離は約０．７ｍである。これらは他の柵列に比べると深く掘り込まれており、

柱もやや太く、さらに近接して布掘りされていることなど相違点が多い。現段階では断定できな

いが、旗竿のような高く建てる柱の支柱のようなものが推定できる。

柵ＳＡ０８　調査地南東隅で検出された東西方向の柵列である。どれもＳＡ０９の各柱掘形と布掘

りされていて、検出時はすべて南北方向の長楕円形を呈する掘形であった。これらを０．１～０．１５

ｍほど掘り下げると円形の柱掘形が確認できた。東側のＰ４が最も大きく直径約０．８ｍ、西側の

Ｐ３が直径約０．７ｍ、Ｐ１・２が約０．６ｍである。深さはいずれも０．７ｍで、検出された柵列の中

では最も深い。柱穴が確認できたＰ２・Ｐ３では直径約０．１５ｍで、柱間は２．１ｍである。

柵ＳＡ０９　ＳＡ０８の南側で並行する形で検出された同じ東西方向の柵列であるが、調査トレン

チの壁面にかかっているため、良好な状態では確認できなかった。先にも述べたように布掘りさ

れているが、調査地内では柱掘形の落ち込み部分が一部確認できたのみで、柱跡は検出されてい

ない。ただし全体に小振りであり、他の柵列と同様一回り小さなものかと見られる。したがって

ＳＡ０８との距離は不明であるが、東側のＰ４・Ｐ３の断面状況と合わせ、おそらく１．５～１．６ｍの

間隔であったものと推定される。
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１．灰オリーブ色砂質土　　　　　　　　　４．暗灰オリーブ砂質土 
２．灰オリーブ色砂質土暗褐色粘質土混り　５．暗茶褐色礫混り砂質土 
３．灰オリーブ色砂質土赤灰色砂質土混り 

第１１図　柵ＳＡ０８・０９実測図（１／８０）



　鎌倉時代の遺構

　調査地内では鎌倉時代の遺物包含層が部分的に存在するものの、全体に出土量は多くなく、ま

た遺構でも同様の傾向で、土師器の小片のみが出土している遺構では、平安時代や長岡京期との

区別が不明瞭なものも多い。ここでは比較的明確に捉えられたものを中心に述べる。

土坑ＳＫ１１・１２・１３　調査地南辺部で検出された土坑群で、東西方向に連接しており、一連の

遺構とも見られる。東側のＳＫ１１は、平面隅丸長方形を呈するもので、東西約４．５ｍ、南北は２

ｍ以上。底部は平坦で、深さは０．３ｍである。西側に隣接するＳＫ１２は平面不整円形で、東西約

２．５ｍで、深さは０．２ｍ、ＳＫ１３も不整円形を呈し、東西部分で約２ｍ、深さは０．２ｍである。い

ずれも切り合いは確認できず、埋土も同一の暗茶灰色粘質土（第１３層）であった。全体に鎌倉時

代の瓦器・土師器・白磁などの小片を含むが量は多いものではない。また部分的に炭を含むこと

から、塵芥処理用の土坑かと思われる。

８　検出遺構

第１２図　鎌倉・平安時代検出遺構図（１／１５０）



溝ＳＤ１０・１８・２０・２３・２４　調査地北半部を中心に検出された東西・南北方向の小溝群であ

る。南北方向の溝ＳＤ１０と溝ＳＤ２０は約９ｍの間隔で、わずかに湾曲する。ともに幅０．５ｍ前後、

深さ０．１ｍで瓦器片などを含むことから鎌倉時代と判断したものである。

　東西方向の溝ＳＤ１８・２３・２４は幅約０．５ｍ前後、深さ０．１ｍで、ＳＤ２３は部分的に途切れてい

る。北側のＳＤ２４とその南にあるＳＤ２３の距離は約３ｍ、ＳＤ２３と南側のＳＤ１８の距離は約６ｍ

である。遺物は全体的に少なく南北方向の溝とはやや状況が異なる。区画溝あるいは耕作に伴う

ものと思われる。

掘立柱建物ＳＢ２６　調査地南半部で検出された東西棟の掘立柱建物で、南北２間、東西３間以

上の規模を持つ。柱掘形は円形ないし不整楕円形を呈し、径約０．４～０．５ｍ前後で、深さは０．３ｍ

である。このうちＰ２のみ南北方向に大きく、長径０．６５ｍとなる。柱跡は、確認できたものでは

直径約０．１ｍ前後と細いもので、柱間は南北が１．７ｍ、東西は不揃いで２．４～２．７ｍである。また北

側の柱列のＰ２、Ｐ３では内部に石が据えられている。石はいずれも砂岩の自然石で、加工した

ような跡は認められない。Ｐ３では平らな面を水平に置いているようであるが、柱跡底部よりも

約０．２ｍ高い位置になる。同様に石を据えたピットが調査地内から数基検出されており、一部に

は砥石として利用されていたものも認められる。

　平安時代の遺構

掘立柱建物ＳＢ２５　調査地南半部で鎌倉時代の掘立柱建物ＳＢ２６と重複する形で検出された。

同じく東西棟であるが振れ角が異なっており、正方位に近いものである。南北２間、東西４間
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第１３図　掘立柱建物ＳＢ２６実測図（１／８０）



で、柱掘形は円形ないし不整隅円方

形を呈する。大きさは不揃いで、小

さなものでは径約０．３ｍ、大きなも

のでは０．６ｍ前後となる。内部には

柱跡が比較的明瞭に残り、直径は約

０．１５ｍ、柱間は南北が１．９５ｍ、東西

は約２．４ｍとなっている。複数の掘

形内部からは、緑釉陶器、黒色土器

Ｂ類椀などの小片が出土しており、

平安時代の遺構と判断したものであ

る。ちなみに、ＳＢ２５の南約２ｍの

付近には、建物の方位と同じピット

の並びが認められ、廂あるいは柵列

になる可能性のものがある。ただ、

出土遺物が小片、少量であるため明

確にすることができなかった。

柵ＳＡ２７　調査地中央西寄り、掘

立柱建物ＳＢ２５の北側で検出された

小規模な柵列である。方位はＳＢ２５

とは異なり、ほぼ正方位を指向す

る。柱掘形は直径０．１５～０．２５ｍ、深

さは０．１５～０．３ｍで、内部には直径

約０．１ｍの柱跡が認められる。柱間

は東側１間分が２．１ｍ、その他は１．９

ｍで、小さい掘形ながら、内部から

黒色土器などの遺物が出土したこと

から平安時代と判断したものであ

る。

１０　検出遺構

１．暗茶灰色弱粘質土 
２．茶灰色粘質土 
３．茶灰色粘質土（瓦器含む） 

ＳＤ１０ 

ＳＤ２０ 

ＳＤ２３ 

第１５図　溝ＳＤ１０・２０・２３実測図（１／４０）

１．暗茶褐色粘質土 
２．暗褐色粘質土 

第１６図　柵ＳＡ２７実測図（１／８０）

１．暗茶褐色弱粘質土　　　　　　　４．暗茶褐色粘質土黄褐色粘質土混り 
２．暗褐色粘質土　　　　　　　　　５．暗茶灰色砂質土 
３．暗褐色粘質土黄褐色粘質土混り 

第１４図　掘立柱建物ＳＢ２５実測図（１／８０）



Ｐ９７・９８　調査地北東隅で２基並んで検出された平面円形ないし不整円形を呈する土坑状の落

ち込みである。北側のＰ９７は、南北０．８ｍ、東西０．８５ｍ、深さは０．３５ｍで、擂鉢状に落ち込む。

埋土は２層で、柱跡あるいは特別な施設や堆

積状況は認められない。遺物は少量である

が、炭を若干含んでおり、塵芥処理用の施設

かとも思われる。なお壁面などに火を受けた

ような痕跡は確認できていない。

　Ｐ９８はＰ９７の南約１ｍに位置し、平面はほ

ぼ円形に近い。北東部は比較的なだらかで、

南西部はほぼ垂直に落ち込み、底部は丸く凹

んでいる。埋土は３層で、南西部からの流入

土が堆積している。遺物は少量で埋土に炭を

含んでいることから、Ｐ９７と同様の性格を有

するものと見られる。

土坑ＳＫ２１　調査地東辺部

で検出された南北に長い平面

隅円長方形の土坑である。南

北１．５ｍ、東西０．９ｍ、深さは

０．３５ｍで、底部北寄りでは円

形に一段約０．１ｍさらに深く

なる。埋土は２層で中央付近

で上層が落ち込んでいるが、

その他には木棺などの存在を

示すような堆積状況は認めら

れなかった。内部には底部よ

り浮いた状態で６個のチャー

トの割石が見られるが、遺物

は約１㎝ほどの土師器片が１

点出土したのみである。形態

から見て、おそらく土壙墓と

考えられるものであるが断定

するには至らない。また上記

の如く時期決定が困難で、平

安時代としたが、鎌倉時代の

可能性もある。
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２．暗褐色粘質土 
３．暗黄灰色粘質土 

第１７図　Ｐ９７・９８実測図（１／４０）

１．暗褐色粘質土 
２．暗黄灰色粘質土 

第１８図　土坑ＳＫ２１実測図（１／２０）



　長岡京期の遺構

　今回の調査で明確に長岡京期の遺構と判断し得たのは、六条条間小路北側溝と柵列そして土坑

のみであった。時期判断が困難な遺構を考慮しても、掘立柱建物や井戸などは確認できなかっ

た。当地は長岡京右京六条一坊七町にあたり、調査地南半部で六条条間小路北側溝が確認された

ことから、大半は宅地内となる。朱雀大路に近い宅地としては遺構は非常に希薄であった。

六条条間小路北側溝ＳＤ１４　調査地南部で検出された東西方向の溝で、削平により深い部分の

みが遺存しており部分的に途切れている。また近世の溝ＳＤ０１などによって南肩の大部分が切ら

れているため、遺存状況は極めて悪い。溝幅は東端部で約０．５ｍ、中央部で０．８ｍ以上、深さは

０．１～０．２ｍ、確認できた埋土は１層である。遺物は本調査地内では比較的大きな破片が出土して

いるが、遺存状況が悪いこともあり少量である。溝ＳＤ１４は、これまでの調査で検出されている

六条条間小路北側溝の座標データーから、位置的に確認することができたものである。なお本調

１２　検出遺構

第１９図　長岡京期検出遺構図（１／１５０）



査地の東端部における座標値は、Ｙ＝－２７，０１９．２でＸ＝－

１１９，６８７．３である。ちなみに当調査地の西約１００ｍの地点で

行われた右京第６０９次調�査�においても六条条間小路北側溝
（２）

ＳＤ２０が検出されており、その中心座標は、Ｘ＝－

１１９，６８７．８である。

柵ＳＡ１５　六条条間小路北側溝溝ＳＤ１４の北肩から約

０．８ｍ北側で検出された東西方向の柵列で、７基の柱掘形

を確認している。平面形は隅円方形であるが、部分的に崩

れて不整円形を呈するものもある。一辺約０．６～０．７ｍで、

深さは０．３～０．３５ｍ、Ｐ３のみ０．１５ｍと浅くなっている。

内部には直径約０．１５ｍの柱跡が残されており、柱間はＰ１

とＰ２が１．５ｍ、Ｐ２～Ｐ５が１．８ｍ、Ｐ５～Ｐ７が２．４ｍ

と、東側に行くに従い間隔が広くなっている。

土坑ＳＫ２２　調査地北東隅で検出された浅い土坑であ

る。鎌倉時代・平安時代の遺構に切られているが、南半部

は隅丸長方形、北西部が突出した不整形な平面を呈する。

東西は１．８ｍ、南北は突出部を含めた西側で１．９ｍ、東側で

は１．３ｍ、深さは０．１～０．１５ｍである。底部はほぼ平坦で、

南東隅には小さな段が認められる。浅い土坑であるが、長

岡京期の遺物が比較的まとまって出土しており、塵芥処理

用の施設と見られるものである。
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第２０図　柵ＳＡ１５実測図（１／８０）



　弥生時代の遺構

　これまで行われた周辺の調査では、弥生時代の遺構として中期の方形周溝墓が多数検出されて

おり、当地付近は神足遺跡の北部墓域と見られている。今回の調査においても予想通り方形周溝

墓が検出され、不明なものも含め４～５基が確認できた。ただいずれも埋葬施設などは検出され

ず、方形周溝墓以外の遺構も見つかっていない。

方形周溝墓ＳＸ２８　調査地内のほぼ全域にわたって検出されたもので、平面はややいびつな長

方形を呈している。西側コーナーは調査地外にあたるため未確認である。また東コーナーは外縁

部分がさらに東側に広がるように見えるが、ちょうど調査トレンチ壁面にかかるため判然としな

い。周溝内側での規模は、南北が９．５ｍ、東西が中央付近で１２ｍ、南辺部で１１ｍ、周溝外縁部で

は、南北約１５ｍ、東西１７ｍである。周溝の幅は、南辺が２．５～２．７ｍ、北辺３ｍ、東辺３～３．５ｍ、

西辺が２．３～２．８ｍとなっている。深さは、南辺と西辺では中央部が特に深く約０．５～０．６ｍ、東辺

１４　検出遺構

第２３図　弥生時代検出遺構図（１／１５０）



も０．５～０．６ｍであるが、中央がわずかに高い。東辺は全体に深くなっており約０．６～０．７ｍで、や

はり中央付近がやや高くなっている。周溝内部の深くなっている部分では溝内埋葬を示すような

痕跡や遺物、堆積状況は認められなかった。また南コーナー部は最も浅く０．２～０．３ｍであるが、

これはこの部分に下層の段丘礫が顔を出しているために深く掘削が及ばなかったためとみられ、

陸橋部のようなものとは考えにくい。埋土は断面観察より、墳丘側の流入土が大半を占めるが、

内部には供献状態を示すような遺物はなく、全体的に土器も少量で小片が多い。

周溝ＳＸ２９　調査地北東部で検出されたもので、方形周溝墓ＳＸ２８の東側周溝中央付近と接続

するが、明確な切り合い関係は認められなかった。おそらく溝を共有した方形周溝墓と見られる

が、どちらに広がるかは不明である。ただ北側にある周溝ＳＸ３３が別の方形周溝墓の一部だとす
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第２４図　方形周溝墓ＳＸ２８、周溝ＳＸ２９・３２断面図（１／４０）



れば、南東に広がる可能性がある。西側の接続部付近で周溝幅は２ｍ、深さ０．４～０．５ｍ、東側で

幅は広くなり２．７ｍ以上、深さは０．５ｍである。埋土は３層で、遺物は非常に少量かつ小片であっ

た。なお南肩にある不整形の落ち込みは時期の異なるしみ込みである。

周溝ＳＸ３０　調査地南東隅で検出された周溝と見られるもので、方形周溝墓ＳＸ２８南辺部に隣

接するが途切れており、周溝ＳＸ２９のように接続していない。江戸時代勝龍寺城の柵ＳＡ０９に切

られており、また部分的な検出のため幅などは確認できないが、深さは０．４ｍで、検出部分で円

形に深くなっている。遺物は他と同様に少量、小片である。

周溝ＳＸ３１　方形周溝墓ＳＸ２８の北辺に接して検出された落ち込みである。埋土がＳＸ２８・Ｓ

Ｘ３２と共通しており、切り合いなどは確認できなかった。深さは０．３ｍで、ＳＸ２８と溝を共有す

る方形周溝墓の可能性が考えられる。東にあるＳＸ３２との位置関係からみて、北西に広がるもの

と見られる。遺物はＳＸ２８と明確に分別できていない部分があるが、全体に非常に少量であっ

た。

周溝ＳＸ３２　ＳＸ２８の北側で検出された幅０．６～０．７ｍ、深さ０．３ｍの小規模な方形周溝墓の一

部と見られるものである。これまで述べたＳＸ２８などと方向は同じであるが、溝幅、深さともに

異なっている。中からは横倒しになった状態でほぼ完形の壺が出土しており、おそらく墳丘上或

いは裾部にあった供献土器が転落したものと見られる。当調査地の南で行われた右京第４９４次調

�査�ではＳＸ２８と同様の規模、溝幅を持つ方形周溝墓が検出されているが、東側の右京第３８２次調
（３）

�査�では一辺６～７ｍで溝幅も狭い方形周溝墓の一群が確認されており、ＳＸ３２はそちらに類似し
（４）

ている。したがって時期差など不明な点はあるが、大きさの異なる方形周溝墓が群を形成してい

たことが解る。

周溝ＳＸ３３　ＳＸ２８とＳＸ２９の接続部北側で検出された幅約１ｍ、深さ０．６ｍの溝で、やはり

ＳＸ３２と同じ一回り小さな規模の方形周溝墓と見られる。ＳＸ３２と同一の方形周溝墓の一部とす

るとかなり長方形となるため別の遺構の可能性が高い。他とは異なり遺物はまったく検出されな

かった。なお直交する形の短い突出部は時期の異なるしみ込みである。

４　出土遺物

　今回の調査で出土した遺物は、コンテナにして８箱と神足遺跡の調査としては少ないほうで

あった。また検出遺構でも述べた如く、小片が多いため、図示できる遺物も少ない。遺物は明確

に時期区分のできないものを含んでいるが、鎌倉時代のものが多く、次いで長岡京期、弥生時

代、平安時代の順で、江戸時代勝龍寺城の遺構から出土したのは１点のみであった。

　江戸時代の遺物（第２５図）

　肥前系磁器の皿（３４）が柵ＳＡ０４のＰ２から出土している。ロクロ整形の後、花形に作るため

の凹みが縦方向に１条残る。内外面施釉され、見込みに草花文を描く。ケズリ出しによる高台の

径は４．７㎝で、接地面は釉�ぎされ、周囲に砂の付着が見られる。砂目積みの跡が見られること

から、寛永十（１６３３）年の江戸時代勝龍寺城に伴うものと見て大過ないものと思われる。

１６　出土遺物



　鎌倉時代の遺物（第２５図）

　調査地内ではほぼ全域から遺物が出土するが、図示できるものは多くない。土坑出土のものが

大半を占め、他にピット、溝から少数出土している。

土坑ＳＫ１１・１２・１３出土遺物　東西に連接した土坑群で、検出遺構でも述べた如く一連の遺構

の可能性があり、まとめて述べることとする。土師器皿には口径８．４㎝のもの（２）、口径１０㎝前

後、器高２㎝前後のもの（８～１０）、口径１２．６㎝、器高２．５㎝のもの（１３）、口径１４㎝、器高３㎝

のもの（１６）、口径１６．２㎝、器高３．７㎝のもの（１８）がある。いずれも口縁部と内面をヨコナデ
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第２５図　出土遺物実測図－１（１／４）



し、底部外面は不調整とするものである。１９・２０は皿につく脚台部で、１９は脚台径６．６㎝、２０は

少し厚めで脚台径８．２㎝である。瓦器椀は口径１５～１５．５㎝、器高５．６～５．７㎝で、内面には密に、

外面上半部にやや粗いヘラミガキを施す。底部には断面三角形の高台を貼り付ける。口縁端部内

面に浅い沈線を持つもの（２３・２７）と持たないもの（２４・２５）がある。３２は白磁碗の高台部片

で、胎土は淡黄灰色、内面に乳白色の釉がかかる。高台径は６．６㎝である。

掘立柱建物ＳＢ２６出土遺物　土師器皿は、口径８．６～９㎝、器高１㎝前後のもの（３・５・７）

がある。２２は土師質の羽釜で、摩滅が著しく、調整は看取できない。内湾する口縁部と下方に突

出する鍔からなる。口径３２．８㎝である。３１は玉縁を持つ白磁の碗で、内面と外面上半部に施釉し

ている。口径１５．５㎝である。

その他の出土遺物　土師器皿は口径８～９㎝、器高１㎝前後のもの（１・４・６）、口径１２㎝、

器高２㎝前後のもの（１１・１２）、口径１３～１４㎝、器高２㎝前後のもの（１５・１７）がピットや溝か

ら出土している。２１の羽釜は、内傾する口縁部と短く下方に伸びる鍔を持ち、口径は２９㎝であ

る。２６は瓦器椀で、口径１５．４㎝、器高５．３㎝。内外面をヘラミガキし、口縁端部内面に沈線を施

す。２９・３０は、瓦器の皿で、口径９．３～９．５㎝、器高１．５～２㎝で、口縁部内面は横方向のヘラミ

ガキを行い、底部外面は不調整である。２９は見込み部分に粗い暗文を施している。３３はピット出

土の同安窯系と見られる青磁の碗である。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部は直線的に開

く。外面には片切彫りの直線を縦方向に施し、内面は櫛状の施文具で「之」字型に施文した後片

切彫りで花文を入れている。口径１８．２㎝である。

　平安時代の遺物（第２６図）

　溝、土坑、ピットなどから出土が見られるが全体に少量で、図示できるものも少ない。また鎌

倉時代の遺構から出土しているものも多い。土師器皿にはコースター状のもの（３５）と、口縁端

部を強いヨコナデによって外湾させるもの（３６～３８）がある。３５は口径９．１㎝、器高０．８㎝、３６・

３７は口径１１．４～１１．８㎝、器高１．８㎝、３８は口径１４．３㎝、器高２．５㎝である。須恵器には椀（３９～

４１）と鉢（４２・４３）がある。椀は内湾気味に開く口縁部を持ち、３９は口径１２．２㎝、４０は１４．６㎝で

ある。４１は底部の破片で、大きく広がる高台を持つ。高台径は６．８㎝。３９と４１は内面に粗いミガ

１８　出土遺物

第２６図　出土遺物実測図－２（１／４）

４１・４２・４４～４７－ＳＤ１０　３５・３６－ＳＫ１３　３８－ＳＢ２５　４０・４９－Ｐ９８　３７－Ｐ１０１　４３－Ｐ１１０　３９－Ｐ１１２　４８－Ｐ１２５ 
３５～３８－土師器　３９～４３－須恵器　４４～４７－灰釉陶器　４９－緑釉陶器　４８－黒色土器 



キを施しているが施釉は認められない。鉢はいずれも口縁端部を肥厚させて玉縁にしたもので、

４２は口径２０㎝に復元される。灰釉陶器はいずれも椀で、体部は内湾しながら広がり口縁端部はわ

ずかに外反する。４４は唯一全形が判明するもので、口径９．４㎝、器高３．１㎝の小型のものである。

内面全体に釉が認められる。４５・４６は底部の破片で、大きく張り出す高台部を有する。４５は高台

径７．５㎝、４６は８．９㎝で、見込み部分に釉は認められない。４７は口縁部の破片。口径１２．８㎝で内面

に施釉する。４９は緑釉陶器で高台部分のみの破片のため器形は不明。ケズリ出しによる広い高台

部を有し、内側にわずかに凹む。素地は暗灰色に焼き上がり、内外面に淡緑色の薄い釉がかけら

れている。４８は黒色土器Ｂ類の椀で、口径１５．３㎝、器高７．０㎝で、内湾する体部を有し、やや深

めのものである。底部には角形の高台を貼り付け、口縁端部内面には沈線を巡らせる。内外面と

もに横方向に密なヘラミガキを施すが、内面は摩滅しており見込みの状況は看取できない。体部

外面にはヘラミガキの下にヘラケズリが施されている。

　長岡京期の遺物（第２７図）

六条条間小路北側溝ＳＤ１４出土遺物　長岡京期の遺構の中では遺物が最も多く、土師器では皿

Ａ、椀Ａ、杯Ｂ、ミニチュア甕がある。皿Ａ（５５～５７）はいずれも外面ヘラケズリするｃ手法

で、口径は１５～１７㎝である。椀Ａ（５９・６１・６２）もすべてｃ手法で仕上げられており、破片のた

め器高は不明であるが、口径１２．７～１３．６㎝である。杯Ｂ（５８）は高台径約１０㎝、底部のみの小片

である。土師器の蓋は確認されていない。ミニチュアの甕（６４）は口縁端部を外反させ、内面及

び口縁部はナデ、体部外面は不調整である。口径４．８㎝で、底部を欠く。外面には黒斑が残る。

　須恵器には杯Ｂ、杯蓋、平瓶、甕がある。杯Ｂ（６７・６９・７０）のうち６７は口径１５．８㎝、器高

４．７㎝。体部下半は丸味を持ち、口縁端部は外反する。６９は直線的に開く口縁部を持つもので、

口径１５．６㎝、器高４．９㎝。７０は底部のみの破片で、高台径は１１．４㎝である。杯蓋（７１～７３・７５）

はいずれも丸味を持った天井部と、屈曲して下方に伸びる端部からなるもので、つまみを欠いて

いる。口径は７１－１４．５㎝、７２・７３－１６．０㎝、７５－１７．８㎝である。平瓶（７６）は頸部のみの破片

で、外面は黒灰色、内面青灰色、断面は暗紫灰色を呈し、自然釉がかかるもので、長岡京で特徴

的なタイプの壺Ｇの焼成に似る。甕（８０）は口径２０．４㎝の小型のもので、口縁端部は外傾して上

下に広がる平坦面を持つ。内外面に自然釉が付着する。

土坑ＳＫ２２出土遺物　数は多くないが比較的大きな破片が多い。土師器杯Ａ、皿Ａ、皿Ｃ、須

恵器杯Ｂ、杯蓋、甕がある。杯Ａ（５１）は口径１６．０㎝、外面ヘラケズリするｃ手法である。皿Ａ

（５４）は口径１４．６㎝、器高２．６㎝、外面�離が激しく調整不明であるが、ｃ手法と見られる。皿Ｃ

（６３）はほぼ完形で、口縁部および内面をヨコナデし底部外面は不調整。口径９．８㎝、器高１．８㎝

で、口縁端部に燈火器使用の痕が残る。杯Ｂ（６８）は口径１６．２㎝、器高５．３㎝で、口縁部が直線

的に伸びるもの。杯蓋（７４）は天井部は丸味を持ち、端部は屈曲して下方に伸びる。口径１７．８㎝

で約１�２が遺存するがつまみを欠く。甕（８１）は口径３１．４㎝、胴部最大径５０．５㎝の中型の甕であ

る。口縁端部は直角に折れ曲がり、平坦面を作る。全体に薄く作られ、外面は格子状のタタキ

痕、内面には細い同心円の当て具痕を残す。精良な胎土で灰白色を呈する。

／

��������������������������������������長岡京跡右京第６��次調査　１９



２０　出土遺物

６０－ＳＤ０１　５５～５９・６１・６２・６４・６７・６９～７３・７５・７６・８０－ＳＤ１４　６５・７８－ＳＡ１５　５１・５４・６３・６８・７４・８１－ＳＫ２２ 
６６－Ｐ９２　５２・５３－Ｐ９７　７９－Ｐ１１４　７７－Ｐ１４９　５０－包含層 
５０～６５－土師器　６６～８１－須恵器 

第２７図　出土遺物実測図－３（１／４）



柵ＳＡ１５出土遺物　柱掘形内からの遺物は少量である。土師器甕（６５）は、Ｐ４出土。くの字

状に外反する口縁部で、端部は内面に肥厚している。頸部は強いナデにより凹んでいる。口縁部

内面ヨコハケ、外面はタテハケで調整する。須恵器壺Ｍ（７８）はＰ１出土の口縁部のみの破片

で、口径３．６㎝、端部は丸く納め、内面に絞り痕が残る。

その他の出土遺物　この他に調査地内のピット、溝、包含層から長岡京期の遺物が出土してい

るがほとんどが混入である。５０は包含層出土の土師器皿Ａ。口縁部は上方に伸び、端部はわずか

に外反する。底部のみヘラケズリするｂ手法で、内面には螺旋条の暗文を施す。赤褐色を呈する

特徴ある胎土で、河内地方産と見られる。５２・５３はピット出土の土師器杯Ａで、５２は口径１６．４

㎝、口縁部をヨコナデし底部は不調整である。５３は口径１７．３㎝、内湾する口縁部を持ち、外面全

体をヘラケズリする。６０はＳＤ０１出土の土師器椀Ａ。竹薮地境溝ＳＤ０１は溝ＳＤ１４を切っている

ことから、条坊側溝に伴う遺物の可能性が高い。口径１３．４㎝、器高３．７㎝で外面をヘラケズリす

るｃ手法である。６６はピット出土の須恵器杯Ｂで、大きく直線的に開く口縁部を持つ。口径１２．９

㎝、器高４．６㎝。７７・７９は、同じくピットから出土している須恵器壺である。７７は壺Ｌの底部片

で、高台径７．４㎝。７９は壺Ｍで口縁部を欠いている。胴部径７．４㎝、高台径４．２㎝で、底部に糸切

りによる切り放し痕を残している。

　弥生時代の遺物（第２８図）

　全体に出土量が少なく、大半は方形周溝墓ＳＸ２８の周溝内出土のものであるが、破片が多い。

また当然のことながら、長岡京期～鎌倉時代の遺構からも破片が出土している。他にほぼ完形で

出土した周溝ＳＸ３２の壺がある。

方形周溝墓ＳＸ２８出土遺物　前述のように破片が多く、表面も摩滅したものが多い。甕は口縁

部が緩やかに外反するもの（８２・８３）と、くの字状に外反するもの（９２）があり、いずれも外傾

する平坦面を有する。８２・８３は口径２０㎝前後で、９２は口径３７．２㎝の大型のものである。表面が観

察できるものでは、基本的に口縁内面は横方向のハケメ、外面は縦方向のハケメで調整する。壺

の口縁部はＳＸ２８出土のものでは図示できるものは１点のみで、他は体部片である。８５は口縁部

が大きく広がり、端部は外側に屈曲して丸味を帯びた端面をなす。口径２３．０㎝。８８は櫛描きによ

る格子文と直線文を施したもので、表面は比較的良好に遺存している。格子文は幅約０．９㎝、７

条のもの、直線文は幅約１．２㎝、６条で、施文の原体は異なっている。８９は厚みのある体部で、

頸部付近に細い突帯を貼り付け上部に櫛描波状文と直線文を施すもの。９０は間隔を開けた櫛描直

線文の上に扇形文２つを縦方向に施し疑似流水文としたもの。９１は幅約０．８㎝、６条の櫛描直線

文を密に施している。一個所文様の重なる部分があり、右回りに施文されたことが判る。底部片

（９３・９５～９９）のうち、９３は９２と同一個体と見られるものであるが、体部片がなく、接合はでき

なかった。外面は縦方向のハケメ、内面は横方向のハケメを施し底部外面は円形に凹む。９９の小

型のものは外面に木の葉圧痕を残している。

周溝ＳＸ３２出土遺物　９４は周溝内から横倒しの状態で出土したほぼ完形の壺である。口縁端部

は外反し、端部は平坦面をなす。底部は突出気味に作る。外面全体にヘラミガキし、その後胴部
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上半から頸部にかけて９条の櫛描直線文を施している。内面は体部下半にハケメが残るがナデに

より明瞭ではない。胴部最大径付近には接合時の指圧痕が残る。胴部中央部には４～４．５㎝の外

面からの穿孔がある。全体に厚手の作りで、口径は２２．５㎝、器高４４．５㎝、胴部最大径２６．１㎝、底

部径１０．３㎝である。

２２　出土遺物

８２・８３・８５・８８～９３・９５～９９－ＳＸ２８　８７－ＳＸ３０　９４－ＳＸ３２　８４－Ｐ５　８６－ＳＡ１５ 

第２８図　出土遺物実測図－４（１／４）



その他の出土遺物　８４はピット出土の甕の口縁部で、口径２１．５㎝。くの字に短く外反する厚手

の作りである。８６は長岡京期の柵ＳＡ１５の柱掘形から出土した壺の口縁部片で、方形周溝墓ＳＸ

２８に伴うものであろう。口縁端部を拡張し、わずかに凹む端面を作り、下端部に刻み目を入れ

る。８７は周溝ＳＸ３０出土の甕口縁部片。緩やかに外反し、端部に刻み目を入れている。

石製品　１００はピ

ット内に据え置かれ

ていた砂岩で、２面

に砥石として使用さ

れた跡が残ってい

る。１０１は鎌倉時代

の土坑ＳＫ１３から出

土した扁平な楕円形

の敲打石である。両

面と側面に敲打痕が残されている。所属時期は確定できないが、弥生時代の可能性もある。

５　まとめ

　今回の調査ではほぼ当初予想されたとおり、江戸時代、鎌倉時代、平安時代、長岡京期、弥生

時代の各時代の遺構、遺物を検出することができた。このうち鎌倉時代、平安時代についてはそ

れぞれ１３世紀、１０世紀～１１世紀にかけて遺構が存在したものと見られるが、周辺地を含めて散在

的であり、遺跡の性格については今なお不明な点が多い。以下においては江戸時代、長岡京期、

弥生時代について述べることとする。

　江戸時代勝龍寺城

　今回の調査では柵列と土坑を検出したが、掘立柱建物などは確認できなかった。検出された柵

列は２条が並行しており、調査地内では「コ」字型に配列されているように見える。また内側に

当たる柵はいずれも柱掘形が大きく外側のものは小さい。これは建物の性格・機能によるもの

か、あるいは規模を違えて建て替えが行われたものか、現段階では判断できないが、前者の可能

性が高いと思われる。特に旗竿の支柱かと思われる土坑は、この施設の性格と関連するものと見

られる。当地は『永井直清公御在所城州神足之図』によれば本丸のすぐ北に位置する区画にあた

る。絵図では東西方向の長方形の区画が描かれるが、今回検出された柵列はほぼこの区画内の西

端に納まる。絵図全体ではそれぞれの区画内に住人の名前・役職・施設名などが細かく記されて

いるが、なぜかこの部分には何も記されず、どのような施設が存在したのかまったく不明であ

る。絵図には何カ所かにこのような空白部分があり、本丸部分も同様に空白となっている。しか

しながらこの本丸部分で行われた右京第２７９次調�査�では、掘立柱建物、柵列、井戸など多くの遺
（５）

構が検出され、規模も江戸時代勝龍寺城の遺構の中ではかなり大きなものであった。したがって

絵図の空白部分は施設が存在しなかったものではないことが判る。今回検出された柵列は本丸と
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第２９図　出土石製品実測図（１／８・１／４）



同規模の柱掘形を持つ大きなものであり、さらに本丸のすぐ北に接していることからも、比較的

重要な施設が存在していたものと見られる。あるいは絵図の空白部は重要個所に限り意図的に記

入を避けた可能性もあろう。建物の性格と合わせ今後の課題である。

　長岡京期

　六条条間小路北側溝とその北側の右京六条一坊七町の宅地の一部を検出した。北側溝は遺存状

況は良くなかったが、ほぼ推定通りに検出され、その北側で柵列が見つかったことにより、柵列

に囲まれた宅地が存在したことが明らかとなった。しかしながら宅地内では、塵芥処理用と見ら

れる土坑が１基見つかったのみで、建物・井戸などは存在しなかった。調査地内では正方位に近

い方形掘形を持つピットは、柵列以外に確認できず、遺構は非常に希薄である。もちろん部分的

な調査で断定はできないが、朱雀大路に近い右京六条一坊という立地としてはやや特殊な感があ

る。当地の南西部で行われた右京第６０６
　（６）

����� ・�６３０�・�６５４�次調査では、おそらく右京六条一坊十一～十
　（７） 　（８）

四町の４町域を使用して、その中に多数の東西棟建物を整然と配する極めて特異な宅地利用の状

況が明らかとなっている。当地における状況も、あるいはそのような特異な宅地利用の実態と関

連するものかも知れない。ただこれに関しては出土遺物の量も少なく、また遺構の性格を推定で

きるものもないため現段階では推定に止まる。

　弥生時代神足遺跡

　今回の調査では弥生時代中期の方形周溝墓群が確認された。これまでの神足遺跡の調査成果に

より、弥生時代神足遺跡の居住区域はほぼ現在のＪＲ長岡京駅の南東部にあり、周囲には方形周

溝墓を中心とする墓域が形成されていたことが判明している。ＪＲ長岡京駅西口周辺で行われた

右京第６０６・６３０・６５４次調査では新たに西側に広がる方形周溝墓群が見つかり、ほぼ居住区域を

巡るように墓域が存在したことが明らかとなっている。今回の調査地はその北部墓域の一角にあ

たる。今回検出された方形周溝墓ＳＸ２８は、溝心々間で一辺約１５ｍ近くあり、神足遺跡では大型

の部類に入る。検出遺構でも述べた如く、当調査地南部では大型の方形周溝墓が、西側では一般

的な規模となる一辺６～７ｍの小型方形周溝墓の一群が検出されており、大小の方形周溝墓が存

在していることが判明した。このような状況は東部の墓域においても確認されており、東部では

これに土壙墓群が加わる。これらは当然階層による差異と捉えるのが妥当だと思われるが、今の

ところ東部墓域でしか確実な土壙墓群は確認されていない。今回は遺物が少なく検討のための資

料に乏しいが、階層差だけでなく造営の時期差なども視野に入れた検討が必要と思われる。

注１）中島皆夫「右京第４９４次調査概報」『長岡京市センター年報』平成７年度　１９９７年
　２）中島皆夫「右京第６０９次調査略報」『長岡京市センター年報』平成１０年度　２０００年
　３）注１に同じ
　４）原　秀樹「右京第３８２次調査概報」『長岡京市センター年報』平成３年度　１９９３年
　５）岩崎　誠「右京第２７９次調査概報」『長岡京市センター報告書』第４集　１９８９年
　６）岩崎　誠「右京第６０６次・神足遺跡発掘調査報告」『長岡京市センター報告書』第１４集　１９９９年
　７）岩崎　誠・木村泰彦「右京第６３０次調査略報」『長岡京市センター年報』平成１０年度　２０００年
　８）岩崎　誠・木村泰彦「右京第６５４次調査略報」『長岡京市センター年報』平成１１年度　２００１年

２４　ま�と�め
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長岡京跡右京第696次調査

（１）調査地周辺の航空写真（北から）

（２）調査地航空写真（東から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）江戸時代の遺構（北から）

（２）江戸時代の遺構（南から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）柵SA０２（西から） （２）柵SA０３・０４（東から）

（３）柵SA０５・０６（南から） （４）柵SA０８・０９（東から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）鎌倉時代～長岡京期の遺構（南から）

（２）鎌倉時代～長岡京期の遺構完掘状況（北東から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）鎌倉時代～長岡京期の遺構完掘状況（北から）

（２）溝SD１４・柵SA１５（東から） （４）土坑SK２１（西から）

（３）Ｐ－９８（西から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）弥生時代の遺構（東から）

（２）弥生時代の遺構（北から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）周溝SX３２遺物出土状況（北から）

（２）方形周溝墓SX２８南辺周溝断面（西から）

（３）方形周溝墓SX２８東辺周溝断面（南から）
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長岡京跡右京第696次調査

（１）鎌倉時代出土遺物

（２）平安時代出土遺物
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（１）長岡京期出土遺物

（２）弥生時代出土遺物

50

51

56

71

74

65

68

67

80

90

91

89 88 99



長岡京市埋蔵文化財調査報告書　第２２集

平成１３（２００１）年１２月６日　印刷

平成１３（２００１）年１２月７日　発行

編集発行　財団法人　長岡京市埋蔵文化財センター

� 〒６１７－０８５３

� �京都府長岡京市奥海印寺東条１０番地の１

� �電話�０７５－９５５－３６２２

� �����０７５－９５１－０４２７

印　　刷　株式会社�� �関西支社

� 〒５３０－８６８８

� �大阪市北区天満２丁目７番１７号

� �電話�０６－６３５２－２２７１�

� �����０６－６３５５－２８６０


